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12 　住んでよかった 私の町 浅
川

今月の主な内容

～花火の里あさかわさんぎょうまつり～

P2 町のわだい・できごと
 P2　さんぎょうまつり・文化祭
 P4　各種功労者表彰式
 P5　その他のわだい・できごと
P8 米寿祝い・出生祝い
P10 保健センターだより
P12 各種お知らせ
P15 12月の主な行事
P16 町民リレー

大盛況！！
　浅川町秋の催し
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展
示
や
即
売
で
大
賑
わ
い

　

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
浅
川
支
店
と
浅

川
町
商
工
会
の
共
同
開
催
に
よ
る
「
花

火
の
里
あ
さ
か
わ
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ

り
」
が
、
11
月
２
日
㈰
に
役
場
前
駐
車

場
に
お
い
て
、
「
浅
川
町
総
合
文
化

祭
」
が
、
11
月
１
日
㈯
と
２
日
㈰
に
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
と
町
民
体
育
館
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
各
展
示
・

即
売
コ
ー
ナ
ー
が
並
び
ま
し
た
。

　

即
売
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に
は
、
岩
手

県
野
田
村
の
高
橋
幸
司
副
村
長
と
商
工

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
焼
き
ホ
タ
テ
や
海

産
物
等
の
販
売
も
行
わ
れ
、
恒
例
と

な
っ
た
浅
川
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
用
し
た
「
い
く
ら
弁
当
」
は
今
年
も

大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
も
恒
例
と
な
っ
た

「
米
俵
引
き
競
争
」
が
役
場
前
の
道
路

に
お
い
て
行
わ
れ
、
子
ど
も
・
女
性
の

部
は
約
40
㎏
、
一
般
の
部
は
約
60
㎏
の

米
俵
を
そ
り
に
乗
せ
、
優
勝
賞
品
の
新

米
と
優
勝
賞
金
を
目
指
し
全
力
で
引
っ

張
る
姿
に
、
観
客
か
ら
も
熱
い
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
「
烈
車
戦
隊
ト
ッ

キ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
」
や
数
々
の
民

謡
全
国
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
「
緑
川

ふ
く
民
謡
シ
ョ
ー
」
、
「
地
雷
火
太

鼓
」
の
演
奏
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
は
大
抽
選
会
と
紅
白
も
ち
ま
き
が

行
わ
れ
、
今
年
の
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り

も
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

さんぎょうまつり
　総合文化祭開催
さんぎょうまつり
　総合文化祭開催
さんぎょうまつり
　総合文化祭開催
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総
合
文
化
祭
で
は
、
両
会
場
に
町
の

各
団
体
な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
花
や
盆

栽
、
創
作
物
な
ど
数
多
く
の
作
品
が
展

示
さ
れ
、
ま
た
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
作
品
や
各
学
校
な
ど
か
ら
の
書

道
・
絵
画
な
ど
の
作
品
も
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
央
公
民
館
前
に
お
い
て
は
、
町
日

赤
奉
仕
団
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
餅
な
ど
の
販
売
も
行
わ

れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、最
後
に
は
盆
栽
野
草
展
の
部
、

菊
花
展
の
部
、老
人
作
品
展
の
部
の
３
部

門
に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。(

敬
称
略)

【
盆
栽
野
草
展
の
部
】

　

最
優
秀
賞

　

・
緑
川
　

重
男
（
五
葉
松
）

　

・
角
田
　

弘
　

（
五
葉
松
）

　

・
藤
田
　

忠
一
（
赤
松
）

　

・
塚
原
　

信
男
（
欅
）

【
菊
花
展
の
部
】

　

大
菊
の
部

　

・
吉
田
　

実
義

　

だ
る
ま
の
部

　

・
藤
田
　

捷
子

　

福
助
の
部

　

・
藤
田
　

捷
子

　

競
技
花
の
部
（
厚
物
）

　

・
八
代
　

正
男

　

競
技
花
の
部
（
細
物
）

　

・
八
代
　

正
男

【
老
人
作
品
展
の
部
】

　

浅
川
町
長
賞
金
賞

　

・
芳
賀
　

國
男
（
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
）

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

・
江
田
　

ル
イ
（
白
菜
）

　

石
川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

　

・
鈴
木
　

ミ
ツ
（
小
豆
）

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞

　

・
舟
木
　

タ
イ
（
編
物
）

　

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
県
中
地
区
長
賞

　

・
上
野
喜
美
子
（
水
墨
画
）

3　広報あさかわ　2014.12

①大勢の人が見に来た
トッキュウジャーショー 
②地雷火太鼓の演奏 ③数
多く並んだ即売所 ④全国
トップレベルの民謡を披
露した緑川さん ⑤毎年恒
例の米俵引き大会 ⑥大人
気のあさまる ⑦表彰され
る芳賀さん ⑧～⑨文化祭
の会場となった町民体育
館と公民館大ホール ⑩展
示された作品
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町のわだい・できごと

感
謝
状
受
賞
者

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

表
彰
状
受
賞
者

5　広報あさかわ　2014.12

　

当
日
は
約
240
名
が
訓
練
に
参
加
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
、

真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
閉
会
式
で
は
８
月
に
行
わ

れ
た
県
操
法
大
会
の
表
彰
状
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
浅

川
町
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
皆
さ
ん

も
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

町
消
防
団
活
動
服
一
新

　

消
防
団
活
動
服
の
基
準
が
変
更
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
消
防
団
の
活
動
服
が
新

し
く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
活
動
服
は
、

こ
の
日
の
模
擬
火
災
訓
練
よ
り
使
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

９
月
21
日
㈰
か
ら
30
日
㈫
に
実
施
さ
れ

た
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
に
伴
い
、

町
内
で
各
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

里
白
石
小
学
校
で
は
、
全
校
児
童
に
よ

る
交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
、
９
月
22

日
㈪
に
里
白
石
駅
前
通
り
を
中
心
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
９
月
25
日

㈭
に
ダ
イ
ユ
ー
エ
イ
ト
・
リ
オ
ン
ド
ー

ル
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
各
浅
川
店
前
と
国

道
118
号
に
お
い
て
、
石
川
警
察
署
、
浅
川

駐
在
所
、
石
川
地
区
交
通
安
全
協
会
浅
川

分
会
（
岡
部
英
雄
会
長
）
、
町
交
通
安
全

母
の
会
（
人
見
美
智
会
長
）
の
協
力
の
も

と
、
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

あ
さ
か
わ
未
来
会
主
催
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
も
み
じ
ま
つ
り
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、
９
月
15
日
㈪
に
浅
川
駅
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
福
寿
会
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
や
浅
川
ち
ど
り
琴
の
会

に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
、
東
流
聲
友
会
の

曲
山
吟
旗
さ
ん
に
よ
る
詩
吟
な
ど
、
様
々

な
催
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
温
か
い
ギ
ョ
ウ
ザ
ス
ー
プ
や
エ
ゴ

マ
を
使
っ
た
ぼ
た
も
ち
、
米
麹
か
ら
作
ら

れ
た
本
格
甘
酒
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
会
場
と
な
っ
た
浅
川
駅
に
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
と
地
域
住
民
の
共
同
火
災
訓

練
「
平
成
26
年
度
浅
川
町
消
防
団
模
擬
火

災
訓
練
」
が
、
10
月
19
日
㈰
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
火
災
発
生
時
に
お

け
る
消
火
活
動
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
石
川
消
防
署
浅
川
分

署
（
相
樂
孝
分
署
長
）
の
協
力
の
も
と
、

浅
川
共
同
福
祉
施
設
に
お
い
て
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
行
わ
れ
、
地
域
住

民
に
よ
る
通
報
訓
練
、
消
火
栓
を
使
用
し

た
初
期
消
火
訓
練
、
簑
輪
区
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
、
町
消
防
団
に
よ
る
中
継
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水

消
火
器
、
粉
末
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練

も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
模
擬
火
災
訓
練

浅
川
駅
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　

啓
発
活
動

「ASAKAWA」の文字と
町章が入っています 表彰状を受けとる渡邉健一４分団長
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モ
ニ
カ
演
奏
や
浅
川
ち
ど
り
琴
の
会

に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
、
東
流
聲
友
会
の

曲
山
吟
旗
さ
ん
に
よ
る
詩
吟
な
ど
、
様
々

な
催
し
物
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
温
か
い
ギ
ョ
ウ
ザ
ス
ー
プ
や
エ
ゴ

マ
を
使
っ
た
ぼ
た
も
ち
、
米
麹
か
ら
作
ら

れ
た
本
格
甘
酒
な
ど
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
会
場
と
な
っ
た
浅
川
駅
に
大
勢

の
人
が
訪
れ
、
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
と
地
域
住
民
の
共
同
火
災
訓

練
「
平
成
26
年
度
浅
川
町
消
防
団
模
擬
火

災
訓
練
」
が
、
10
月
19
日
㈰
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
火
災
発
生
時
に
お

け
る
消
火
活
動
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
え

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
石
川
消
防
署
浅
川
分

署
（
相
樂
孝
分
署
長
）
の
協
力
の
も
と
、

浅
川
共
同
福
祉
施
設
に
お
い
て
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
行
わ
れ
、
地
域
住

民
に
よ
る
通
報
訓
練
、
消
火
栓
を
使
用
し

た
初
期
消
火
訓
練
、
簑
輪
区
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
、
町
消
防
団
に
よ
る
中
継
放

水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水

消
火
器
、
粉
末
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練

も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
消
防
団
模
擬
火
災
訓
練

浅
川
駅
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
　

啓
発
活
動

「ASAKAWA」の文字と
町章が入っています 表彰状を受けとる渡邉健一４分団長
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平
成
26
年
度
「
小
物
づ
く
り
教
室
」
の

開
講
式
及
び
第
１
回
目
の
活
動
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
用
小
物
づ
く
り
」が
、９
月
30
日
㈫

に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
一
人
ひ
と
り
受
講
者
の

自
己
紹
介
が
あ
り
、
講
師
の
先
生
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
、
白
河
市
の
須
藤
あ
つ
こ
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
色
と
り
ど
り
の
羊
毛

綿
と
専
用
針
を
使
用
し
た
小
物
作
り
の
指

導
を
う
け
ま
し
た
。
最
初
は
思
い
通
り
の

形
を
作
る
の
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
し
だ

い
に
慣
れ
て
い
き
、
皆
さ
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

用
の
小
物
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
町
総
合

文
化
祭
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
㈯
か
ら
12
日
㈰
に
か
け
て
各

地
で
秋
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
山
車
や
お

神
輿
が
盛
大
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

白
山
比
咩
神
社
例
大
祭
で
は
、
各
組
の

山
車
が
浅
川
駅
前
に
一
同
に
集
結
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
妖

怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
ダ
ン
ス
と
花
火
の
打
ち

上
げ
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
白
石
地
区
で
は
山
白
石
保
育

所
の
子
供
た
ち
が
地
区
を
回
り
、
お
神
輿

の
繰
り
出
し
と
併
せ
て
踊
り
も
披
露
し
ま

し
た
。

　

里
白
石
地
区
で
も
若
里
睦
会
に
よ
る
山

車
が
繰
り
出
し
、
各
地
で
秋
祭
り
の
太
鼓

と
元
気
な
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

石
川
地
区
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
石
川
地
方

住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」
大
会
」

が
、
10
月
10
日
㈮
に
平
田
村
中
央
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
石
川
地
区
５
町
村
か
ら
約
150

名
が
参
加
し
、
地
域
安
全
に
関
す
る
「
川

柳
」
、
「
俳
句
」
の
表
彰
や
、
優
良
防
犯

責
任
者
の
表
彰
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
講
演
や
学
法
石
川
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
平
田
村
菅

布
禰
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
方
々
は
改
め
て
防
犯
に
対
す
る

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
も
犯
罪
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

岡
田
長
次
さ
ん
（
山
白
石
六
区
）
が
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の
長
年
の
功
労

を
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
岩
手
県

盛
岡
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
第
55
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
岩
手

大
会
」
の
席
上
で
岡
田
さ
ん
は
表
彰
さ
れ
、

９
月
29
日
㈪
に
受
賞
の
報
告
た
め
来
庁
し

ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
４
月
１
日
の

初
任
命
か
ら
29
年
以
上
に
わ
た
り
浅
川
町

体
育
指
導
員
（
現
浅
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
）
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
現
在
で

は
同
委
員
会
の
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

小
物
づ
く
り
教
室
開
講

各
地
で
秋
の
お
祭
り

石
川
地
方

「
地
域
安
全
の
日
」大
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
功
労
で

　
　
　

大
臣
表
彰
受
賞
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任
期
満
了
に
伴
う
浅
川
町
長
選
挙
に
お

い
て
、
無
投
票
で
三
期
目
の
当
選
を
果
た

し
た
須
藤
一
夫
町
長
の
初
登
庁
・
就
任
式

が
、
10
月
31
日
㈮
に
役
場
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
支
持
者
や
職
員
に
迎
え

ら
れ
な
が
ら
初
登
庁
し
て
き
た
須
藤
町
長

へ
、
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
就

任
式
が
行
わ
れ
、
内
田
賢
壽
教
育
長
と
笹

島
亮
二
町
議
会
議
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
須

藤
町
長
か
ら
は
職
員
に
対
し
て
の
訓
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

須
藤
町
長
の
任
期
は
平
成
26
年
10
月
31

日
か
ら
平
成
30
年
10
月
30
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　

経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功
労
統
計

調
査
員
感
謝
状
の
伝
達
式
が
、
10
月
22
日

㈬
に
役
場
町
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に
わ
た
り
経
済

産
業
省
所
管
の
統
計
調
査
に
功
績
が
あ
っ

た
調
査
員
に
対
し
、
10
月
18
日
の
「
統
計

の
日
」
を
目
途
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
受
賞
し
た
関
根
信
義
さ
ん
（
簑
輪
）

は
、
工
業
統
計
調
査
や
商
業
統
計
調
査
な

ど
数
多
く
の
統
計
調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
須
藤
町
長
よ
り
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
、
関
根
さ
ん
の
長
年
に
わ
た

る
統
計
調
査
の
功
労
に
、
感
謝
と
労
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
区
の
交
通
安
全
母
の
会
に
よ

る
「
一
斉
街
頭
活
動
」
が
10
月
15
日
㈬
に

行
わ
れ
、
町
内
で
も
国
道
118
号
歩
道
に
お

い
て
、
浅
川
町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見

美
智
会
長
）
が
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
会
員
14
名
が
参
加
し
、
石
川

警
察
署
浅
川
駐
在
所
、
町
交
通
対
策
協
議

会
（
須
藤
一
夫
会
長
）
の
協
力
の
も
と
、

「
命
大
切
に
！
」
等
の
の
ぼ
り
旗
を
持
ち

交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
秋
の
交
通
事
故
が
多
く

な
る
こ
の
時
期
に
、
県
内
各
地
区
の
交
通

安
全
母
の
会
が
一
斉
に
交
通
安
全
街
頭
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
交
通
安

全
意
識
の
普
及
と
交
通
安
全
母
の
会
の
活

動
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
地
方
５
町
村
に
よ
る
交
通
安
全
大

会
が
、
11
月
11
日
㈫
に
古
殿
町
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労
者
や
優
良

運
転
者
、
先
日
行
わ
れ
た
交
通
安
全
立
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
交
通
安
全
の
提

言
、
大
会
宣
言
が
さ
れ
、
参
加
者
は
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会

　
　
　

街
頭
啓
発
活
動

統
計
功
労
調
査
員

　
　
　
　

感
謝
状
受
賞

須
藤
一
夫
町
長

　
　

三
期
目
の
初
登
庁

石
川
地
方

　

交
通
安
全
大
会
開
催中学校の部で最優秀賞を受賞

した浅川中学校の立看板
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平
成
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く
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室
」
の

開
講
式
及
び
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回
目
の
活
動
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
用
小
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づ
く
り
」が
、９
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30
日
㈫

に
中
央
公
民
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に
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い
て
行
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れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
一
人
ひ
と
り
受
講
者
の

自
己
紹
介
が
あ
り
、
講
師
の
先
生
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
、
白
河
市
の
須
藤
あ
つ
こ
先

生
を
講
師
に
迎
え
、
色
と
り
ど
り
の
羊
毛

綿
と
専
用
針
を
使
用
し
た
小
物
作
り
の
指

導
を
う
け
ま
し
た
。
最
初
は
思
い
通
り
の

形
を
作
る
の
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
し
だ

い
に
慣
れ
て
い
き
、
皆
さ
ん
ハ
ロ
ウ
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ン

用
の
小
物
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
回
出
来
上
が
っ
た
作
品
は
、
町
総
合

文
化
祭
に
お
い
て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
㈯
か
ら
12
日
㈰
に
か
け
て
各

地
で
秋
の
お
祭
り
が
行
わ
れ
、
山
車
や
お

神
輿
が
盛
大
に
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

白
山
比
咩
神
社
例
大
祭
で
は
、
各
組
の

山
車
が
浅
川
駅
前
に
一
同
に
集
結
し
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
「
妖

怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
の
ダ
ン
ス
と
花
火
の
打
ち

上
げ
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
白
石
地
区
で
は
山
白
石
保
育

所
の
子
供
た
ち
が
地
区
を
回
り
、
お
神
輿

の
繰
り
出
し
と
併
せ
て
踊
り
も
披
露
し
ま

し
た
。

　

里
白
石
地
区
で
も
若
里
睦
会
に
よ
る
山

車
が
繰
り
出
し
、
各
地
で
秋
祭
り
の
太
鼓

と
元
気
な
掛
け
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

石
川
地
区
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
石
川
地
方

住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」
大
会
」

が
、
10
月
10
日
㈮
に
平
田
村
中
央
公
民
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
石
川
地
区
５
町
村
か
ら
約
150

名
が
参
加
し
、
地
域
安
全
に
関
す
る
「
川

柳
」
、
「
俳
句
」
の
表
彰
や
、
優
良
防
犯

責
任
者
の
表
彰
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
講
演
や
学
法
石
川
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、
平
田
村
菅

布
禰
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、

参
加
し
た
方
々
は
改
め
て
防
犯
に
対
す
る

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

安
心
、
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
も
、

皆
さ
ん
も
犯
罪
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

岡
田
長
次
さ
ん
（
山
白
石
六
区
）
が
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
の
長
年
の
功
労

を
認
め
ら
れ
、
文
部
科
学
大
臣
表
彰
の

「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
岩
手
県

盛
岡
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
第
55
回
全

国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
究
協
議
会
岩
手

大
会
」
の
席
上
で
岡
田
さ
ん
は
表
彰
さ
れ
、

９
月
29
日
㈪
に
受
賞
の
報
告
た
め
来
庁
し

ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
４
月
１
日
の

初
任
命
か
ら
29
年
以
上
に
わ
た
り
浅
川
町

体
育
指
導
員
（
現
浅
川
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
）
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
現
在
で

は
同
委
員
会
の
会
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

小
物
づ
く
り
教
室
開
講

各
地
で
秋
の
お
祭
り

石
川
地
方

「
地
域
安
全
の
日
」大
会

ス
ポ
ー
ツ
推
進
功
労
で

　
　
　

大
臣
表
彰
受
賞

7　広報あさかわ　2014.12

　

任
期
満
了
に
伴
う
浅
川
町
長
選
挙
に
お

い
て
、
無
投
票
で
三
期
目
の
当
選
を
果
た

し
た
須
藤
一
夫
町
長
の
初
登
庁
・
就
任
式

が
、
10
月
31
日
㈮
に
役
場
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

役
場
前
で
は
、
支
持
者
や
職
員
に
迎
え

ら
れ
な
が
ら
初
登
庁
し
て
き
た
須
藤
町
長

へ
、
花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
階
大
会
議
室
に
お
い
て
就

任
式
が
行
わ
れ
、
内
田
賢
壽
教
育
長
と
笹

島
亮
二
町
議
会
議
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
歓
迎

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
須

藤
町
長
か
ら
は
職
員
に
対
し
て
の
訓
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

須
藤
町
長
の
任
期
は
平
成
26
年
10
月
31

日
か
ら
平
成
30
年
10
月
30
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　

経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功
労
統
計

調
査
員
感
謝
状
の
伝
達
式
が
、
10
月
22
日

㈬
に
役
場
町
長
室
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
長
年
に
わ
た
り
経
済

産
業
省
所
管
の
統
計
調
査
に
功
績
が
あ
っ

た
調
査
員
に
対
し
、
10
月
18
日
の
「
統
計

の
日
」
を
目
途
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

今
回
受
賞
し
た
関
根
信
義
さ
ん
（
簑
輪
）

は
、
工
業
統
計
調
査
や
商
業
統
計
調
査
な

ど
数
多
く
の
統
計
調
査
に
従
事
し
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
須
藤
町
長
よ
り
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
、
関
根
さ
ん
の
長
年
に
わ
た

る
統
計
調
査
の
功
労
に
、
感
謝
と
労
い
の

言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
内
各
地
区
の
交
通
安
全
母
の
会
に
よ

る
「
一
斉
街
頭
活
動
」
が
10
月
15
日
㈬
に

行
わ
れ
、
町
内
で
も
国
道
118
号
歩
道
に
お

い
て
、
浅
川
町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見

美
智
会
長
）
が
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
に
は
会
員
14
名
が
参
加
し
、
石
川

警
察
署
浅
川
駐
在
所
、
町
交
通
対
策
協
議

会
（
須
藤
一
夫
会
長
）
の
協
力
の
も
と
、

「
命
大
切
に
！
」
等
の
の
ぼ
り
旗
を
持
ち

交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
秋
の
交
通
事
故
が
多
く

な
る
こ
の
時
期
に
、
県
内
各
地
区
の
交
通

安
全
母
の
会
が
一
斉
に
交
通
安
全
街
頭
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
交
通
安

全
意
識
の
普
及
と
交
通
安
全
母
の
会
の
活

動
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
地
方
５
町
村
に
よ
る
交
通
安
全
大

会
が
、
11
月
11
日
㈫
に
古
殿
町
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
交
通
安
全
功
労
者
や
優
良

運
転
者
、
先
日
行
わ
れ
た
交
通
安
全
立
看

板
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
代
表
者
に
よ
る
交
通
安
全
の
提

言
、
大
会
宣
言
が
さ
れ
、
参
加
者
は
交
通

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

交
通
安
全
母
の
会

　
　
　

街
頭
啓
発
活
動

統
計
功
労
調
査
員

　
　
　
　

感
謝
状
受
賞

須
藤
一
夫
町
長

　
　

三
期
目
の
初
登
庁

石
川
地
方

　

交
通
安
全
大
会
開
催中学校の部で最優秀賞を受賞

した浅川中学校の立看板
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

２歳児歯科健診 ３歳児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

幼児の歯科健康診査

平成２７年１月１５日（木）

１２月１９日（金）
午後１：１５～１：３０

保健センター

平成２４年６月～７月生

午後１：３０～１：４５
保健センター

平成２０年１０月～１２月生
平成２１年１０月～１２月生

平成２７年１月２３日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１２月１８日（木） 平成２７年１月１５日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター

平成２６年９月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２６年４月～５月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２５年１２月～
平成２６年１月生

【つどいの広場・育児相談】
日　程　１２月９日（火）　平成２７年１月６日（火）
時　間　午前９時３０分～午前１１時３０分　場　所　保健センター
☆ 身長や体重の測定ができます。
☆ 自由遊びの場ですので、お気軽にご参加ください。里帰り等で
　 滞在中の方も、ぜひご利用ください。
☆ 1月、2月は参加カードがダブルポイントになります。
【にこにこ広場】（浅川保育所との育児支援連携事業）
日　程　平成２７年１月２３日（金）
時　間　午前１０時～午前１１時　場　所　浅川保育所
☆ 申し込みの必要はありません。
☆ 保育所のお友達といっしょに遊びましょう。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２３年９月～１０月生

平成２７年１月２３日（金）

放射線測定器の貸し出しについて

総合検診の結果通知を活用しましょう！！

　浅川町に住所を有する方に対し、年間をとおして貸し出しを実施しています。なお、貸し出しの際には
身分証明書の提示をお願いしていますので、必ずご持参ください。
 電子式個人積算計 （貸出場所 保健センター 電話３６－４７２２）
　１カ月間を目安に携帯し、外部被爆量を測定します。測定時間と計測値から、１時間あたり及び１年間
の推計値を算出できます。携帯電話ほどの大きさのため、お子さんの測定を実施したい場合は保護者の方
が携帯するようになります。
 サーベイメータ （貸出場所 住民課（役場内） 電話３６－４１２４）
　空間線量の測定ができます。食品、水、土などの線量測定はできません。貸し出し期間は１週間以内と
します。

　検診を受けて結果が届くとほっとして、そのまましまい込んでいませんか。検診は受けて終わりではあ
りません。
　町の総合検診の結果通知には過去３年間の検診結果も記載してありますので、１年ごとの結果をよ
く比較して、体の変化を再確認しましょう。
　検診の結果をよく確認し、『要精密検査』『要医療』と判定された検査項目については後回しにせず、
『結果通知書』と『はがき』を持参のうえ年内に医療機関を受診し、医師の指示を受けてください。

風邪ひきや下痢のと
き、お友達にうつる
病気のときは、お休
みしてね。

11　広報あさかわ　2014.12 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

　今までに設置されていた運動器具に加え、新たにランニングマンシーン2台、エアロバイク２台、体組
成計１台が増設されました。これは国民健康保険の補助事業を活用して設置したもので、保健センターで
は、この運動器具を活用した運動教室や減塩栄養教室などを開催していきます。
　利用時間は、平日の午前８時３０分～午後５時までで、運動器具の利用は無料でどなたでもご利用でき
ます。ぜひご利用ください。
　今回は、以前から利用されているお二人の体験記を掲載させていただきました。

保健センターに新しい運動器具が設置されました

　

私
は
66
歳
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
、
そ
の
結
果
は
メ
タ
ボ

の
判
定
で
し
た
。

　

今
年
の
１
月
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
よ
り

メ
タ
ボ
改
善
の
た
め
の
運
動
教
室
に
勧
誘

さ
れ
、
２
月
に
運
動
器
具
を
使
っ
た
運
動

方
法
に
つ
い
て
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指

導
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
運
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ス
テ
ッ
プ
ウ
ェ
ル

（
踏
み
台
昇
降
）
、
続
い
て
各
部
の
筋
ト

レ
、
有
酸
素
運
動
、
最
後
に
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
て
、
約
70
分
位
で
終
了
し
ま
す
。

　

当
初
は
「
今
日
も
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
、
行
き
た
く
な
い
な
。
」
と
思
い
な

が
ら
も
、
友
人
と
二
人
で
始
め
た
の
で
、

お
互
い
に
励
ま
し
な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
。

　

一
・
二
カ
月
で
は
体
の
変
化
は
あ
ま
り

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
五
カ
月

た
っ
た
こ
ろ
に
は
体
重
、
腹
囲
が
変
わ
っ

た
と
実
感
し
、
や
は
り
毎
日
続
け
る
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
の

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
結
果
、
体
重
・
腹

囲
・
血
圧
・
体
脂
肪
率
等
が
大
幅
に
改
善

で
き
、
メ
タ
ボ
を
脱
出
で
き
ま
し
た
。

　

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す
る
こ
と
や

適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。
今
後
も
運
動
を
取
り
入
れ
、

毎
日
の
生
活
を
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
に
健
康
教
室
の
お
知
ら
せ
が
届
き
、

オ
ー
ル
ド
野
球
が
始
ま
る
春
前
の
身
体
づ

く
り
に
も
良
い
か
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
て
初
め
て

い
ろ
い
ろ
な
運
動
器
具
が
あ
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生

に
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
通
い
始

め
て
八
カ
月
間
、
努
め
て
行
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
カ
月
間
で
体
重
が
6
㎏
減
り
、

ウ
エ
ス
ト
が
8
㎝
細
く
な
り
、
身
体
が
軽

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
新
し
い
運
動
器
具
が
増
え
る

そ
う
で
す
。
ま
だ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
運

動
器
具
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

平
日
な
ら
い
つ
で
も
使
え
る
の
で
、
健

康
増
進
の
た
め
に
も
多
く
の
人
が
利
用
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

今回増設されたエアロバイク
とウォーキングマシーンの他に
も、保健センターでは様々な運
動器具を取り揃えています。

運
動
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

小松　一夫さん
（荒町）

水野　光雄さん
（荒町）
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ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生

に
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
た
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
通
い
始

め
て
八
カ
月
間
、
努
め
て
行
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
八
カ
月
間
で
体
重
が
6
㎏
減
り
、

ウ
エ
ス
ト
が
8
㎝
細
く
な
り
、
身
体
が
軽

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
か
ら
新
し
い
運
動
器
具
が
増
え
る

そ
う
で
す
。
ま
だ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
運

動
器
具
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

平
日
な
ら
い
つ
で
も
使
え
る
の
で
、
健

康
増
進
の
た
め
に
も
多
く
の
人
が
利
用
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

今回増設されたエアロバイク
とウォーキングマシーンの他に
も、保健センターでは様々な運
動器具を取り揃えています。

運
動
を
通
し
て
気
づ
い
た
こ
と

運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

小松　一夫さん
（荒町）

水野　光雄さん
（荒町）
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　今年１月～12月の間に支払った国民健康保険税
（以下国保税）は、全額が税法上の社会保険料控
除となるため、年末調整や確定申告で申告するこ
とができます。
申告が可能な方
　加入者本人、または加入者と生計を一にしてお
り、国保税を実際に支払った方
※年金から特別徴収（年金天引き）されている国
保税については、その年金を受給している方が控
除を受けられます。
控除の対象となる金額
○納付書により納めた場合
　平成26年１月１日～同12月31日の間の日付で
領収印が押された領収書の合計額
○口座振替により納めた場合
　平成26年１月１日～同12月31日の間に引き落
としされた国保税の合計額
（口座振替により国保税を納入された世帯には、
年内に引き落としされた国保税額の通知書を１月
に送付しますのでご利用ください。）
○特別徴収（年金天引き）により納めた場合
　平成26年１月～12月の間に支払われた年金より
天引きされた国保税の合計額
（年金支払者より送付される「源泉徴収票」に記
載された金額）
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　国保税の賦課徴収に関すること
　　　　　　　　　　　　　税務課　☎36-4122
　　　　　　　　保険証の交付に関すること
　　　　　　　　　　　保健福祉課　☎36-4123

　平成26年12月10日（水）から平成27年１月７
日（水）の期間、下記のスローガンで「年末年始
の交通事故防止県民総ぐるみ運動」が行われます。
　交通ルールの遵守、正しい交通マナーの実践を
習慣付け、交通事故に気をつけましょう。

《飲酒運転など悪質・危険な運転の根絶》
《夕暮れ時と夜間の交通事故防止》
《すべての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底》
　　　　　【問い合わせ先】総務課　☎36-4121

国民健康保険税の
年末調整・確定申告について

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

高額療養費制度が一部改正されます

ゴミの回収・し尿汲み取りについて

　平成27年１月から、70歳未満の人の「高額療養
費制度」が改正されます。
「高額療養費制度」とは、医療費が高額になり、
窓口で支払った金額が自己負担限度額を超えた場
合、その限度額を超えた分が支給される制度で、
平成27年１月以降、70歳未満の人の所得区分と限
度額が現状の３段階から５段階に細分化され、限
度額も所得要件に応じた金額に変更されます。
（※過去１年間に同一世帯で３回支給を受けた場
合、4回目以降は限度額が下がります。）

　詳しくは保健福祉課までお問い合わせください。
　　　　【問い合わせ】保健福祉課　☎36-4123

　年末年始のゴミの収集等については以下のとお
りとなります。
○ごみの収集
　ステーションごみの収集は、家庭ごみ収集カレ
ンダーのとおりです。
　直接搬入については12月30日（火）午後4時ま
で、年始は1月5日（月）午前9時から、可燃ごみ
は石川地方生活環境施設組合、不燃・資源ごみに
関しましては登録事業者のみきららクリーンセン
ターにおいて受け付けます。
○粗大ごみの回収
　12月24日（水）までにきららクリーンセンター
に申し込みしたものについては収集に伺います。
年始は１月9日（金）午前9時から受け付けます。
○し尿くみ取り
　年内の申し込みは12月12日（金）までです。大
変混雑しますので早めに申し込みをしてください。
年始は１月5日（月）からくみ取りを行います。
　　　　　【問い合わせ先】住民課　☎36-4124

所得区分 3回目まで 4回目以降

所得区分 3回目まで 4回目以降

上位所得者 150,000円 83,400円

44,400円

医療費が500,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

所得が
901万円を超える
所得が600万円を超え
901万円以下
所得が210万円を超え
600万円以下
所得が210万円以下
（住民税非課税世帯を除く）

80,100円

＋

＋

24,600円35,400円

44,400円57,600円

24,600円35,400円

医療費が267,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

252,600円 140,100円

93,000円

医療費が842,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

167,400円

＋

＋ 医療費が558,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

44,400円80,100円＋ 医療費が267,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

一　　　般

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯

上位
所得者

一般

「知らせよう 早めのライト あなたから」
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世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1

9

8

8

年
に
世
界

保
健
機
関
（
W

H

O

）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

国
際
記
念
日
で
す
。

　

現
在
で
は
医
療
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
、

多
く
の
H

I

V

陽
性
者
が
病
気
を
持
ち
な
が

ら
も
働
き
、
学
び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
H

I

V

・
A

I

D

S

に
対
す
る
差
別

や
偏
見
は
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
H

I

V

陽

性
者
が
社
会
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

統
計
を
開
始
し
た
1

9

8

5

年
か
ら
2

0

1

3

年
ま
で
の
累
計
報
告
件
数
は
、
H

I

V

1

5　

8

1

2

件
、
A

I

D

S

7　

2

0

3

件
で
、
平
成
25
年
は
、
H
I
V
感
染
者
数

1　

1
0
6
件
、
A
I
D
S
患
者
数
4
8
4

件
で
し
た
。
感
染
者
は
20
代
か
ら
40
代
を
中

心
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
の
報
告

件
数
も
９
月
末
日
で
H
I
V
感
染
者
数
が

1　

0
0
0
件
を
超
え
て
お
り
、
昨
年
に
比

べ
て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

H
I
V
の
検
査
は
、
全
国
の
医
療
機
関
、

保
健
所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
健
所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
が
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
陰
性
で
あ
れ
ば
安
心
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陽
性
で
あ
れ
ば
、
早

期
に
治
療
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
H
I
V
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
予
約
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
2
4
8-

7
5-

4
3
3
8

（
受
付
時
間
　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

NTT
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に
順
次
、
新
し

い
福
島
県
版
の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業

所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や
資
材
の
有
効

活
用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
電
話
帳
を

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、

あ
ら
た
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

（
受
付
時
間 

平
日
９
時
〜
17
時
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税

の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。
）

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内

容
・
青
色
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
須
賀
川
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署
　

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

12
月
１
日
は

　

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

相 談

NTT
東
日
本
の
電
話
帳
を

　
　
　

発
行
い
た
し
ま
す

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　平成26年第7回議会定例会を次の日程で行う予
定です。
○日程　12月11日（木）～
　議会は傍聴することができます。詳しい日程に
ついては議会事務局までお問い合わせください。
　　　【問い合わせ先】 議会事務局　☎36-1182

　平成26年１月１日から12月31日までの期間に
取り壊しをした家屋がある場合は、必ず届け出を
お願いします。
○期限
　平成27年1月30日（金）
○内容
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
○手続き方法
　税務課に届出用紙がありますので、印鑑を持参
のうえ手続きをしてください。
　届出用紙は、浅川町のホームページにも掲載し
ています。
　すでに届出書を提出している方は、届け出る必
要はありません。
　　　　　【問い合わせ先】 税務課　☎36-4122

浅川駅上下ホーム同一化のお知らせ

町税等の口座振替納付について

議会定例会のお知らせ
　現在、浅川駅は上下線の乗降ホームが分かれて
おりますが、下り線を利用する際、「跨線橋を渡
らないよう上りホームと同一にしてほしい」とい
う町と利用者からの要望により、今回、上下ホー
ムの同一化を実施することとなりました。
　切り替えは下記の日程により行われますので、
お間違えのないようお願いします。
○切り替え日
　平成26年12月21日（日） 始発より
　（予備日 平成27年1月12日（月） 始発より）
【問い合わせ先】
　東日本旅客鉄道株式会社水戸支社企画室
　　　　　　　　　　　　　　☎029-227-0465
　　　　　　　　　　総務課　☎36-4122

　町税等の口座振替納付を希望される方は、口座
のある金融機関（東邦銀行、白河信用金庫、あぶ
くま石川農協同組合、ゆうちょ銀行）の浅川支店
窓口にて届出印鑑持参のうえ手続をしてください。
　町県民税、固定資産税の口座振替による全期前
納を希望される方は、平成27年3月31日までに手
続きをしてください。
　詳しくは税務課までお問い合わせください。
　　　　　【問い合わせ先】 税務課　☎36-4122

,

,
,

,

その他

取り壊し家屋の届け出について
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　今年１月～12月の間に支払った国民健康保険税
（以下国保税）は、全額が税法上の社会保険料控
除となるため、年末調整や確定申告で申告するこ
とができます。
申告が可能な方
　加入者本人、または加入者と生計を一にしてお
り、国保税を実際に支払った方
※年金から特別徴収（年金天引き）されている国
保税については、その年金を受給している方が控
除を受けられます。
控除の対象となる金額
○納付書により納めた場合
　平成26年１月１日～同12月31日の間の日付で
領収印が押された領収書の合計額
○口座振替により納めた場合
　平成26年１月１日～同12月31日の間に引き落
としされた国保税の合計額
（口座振替により国保税を納入された世帯には、
年内に引き落としされた国保税額の通知書を１月
に送付しますのでご利用ください。）
○特別徴収（年金天引き）により納めた場合
　平成26年１月～12月の間に支払われた年金より
天引きされた国保税の合計額
（年金支払者より送付される「源泉徴収票」に記
載された金額）
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　国保税の賦課徴収に関すること
　　　　　　　　　　　　　税務課　☎36-4122
　　　　　　　　保険証の交付に関すること
　　　　　　　　　　　保健福祉課　☎36-4123

　平成26年12月10日（水）から平成27年１月７
日（水）の期間、下記のスローガンで「年末年始
の交通事故防止県民総ぐるみ運動」が行われます。
　交通ルールの遵守、正しい交通マナーの実践を
習慣付け、交通事故に気をつけましょう。

《飲酒運転など悪質・危険な運転の根絶》
《夕暮れ時と夜間の交通事故防止》
《すべての座席のシートベルトと
　チャイルドシートの正しい着用の徹底》
　　　　　【問い合わせ先】総務課　☎36-4121

国民健康保険税の
年末調整・確定申告について

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

高額療養費制度が一部改正されます

ゴミの回収・し尿汲み取りについて

　平成27年１月から、70歳未満の人の「高額療養
費制度」が改正されます。
「高額療養費制度」とは、医療費が高額になり、
窓口で支払った金額が自己負担限度額を超えた場
合、その限度額を超えた分が支給される制度で、
平成27年１月以降、70歳未満の人の所得区分と限
度額が現状の３段階から５段階に細分化され、限
度額も所得要件に応じた金額に変更されます。
（※過去１年間に同一世帯で３回支給を受けた場
合、4回目以降は限度額が下がります。）

　詳しくは保健福祉課までお問い合わせください。
　　　　【問い合わせ】保健福祉課　☎36-4123

　年末年始のゴミの収集等については以下のとお
りとなります。
○ごみの収集
　ステーションごみの収集は、家庭ごみ収集カレ
ンダーのとおりです。
　直接搬入については12月30日（火）午後4時ま
で、年始は1月5日（月）午前9時から、可燃ごみ
は石川地方生活環境施設組合、不燃・資源ごみに
関しましては登録事業者のみきららクリーンセン
ターにおいて受け付けます。
○粗大ごみの回収
　12月24日（水）までにきららクリーンセンター
に申し込みしたものについては収集に伺います。
年始は１月9日（金）午前9時から受け付けます。
○し尿くみ取り
　年内の申し込みは12月12日（金）までです。大
変混雑しますので早めに申し込みをしてください。
年始は１月5日（月）からくみ取りを行います。
　　　　　【問い合わせ先】住民課　☎36-4124

所得区分 3回目まで 4回目以降

所得区分 3回目まで 4回目以降

上位所得者 150,000円 83,400円

44,400円

医療費が500,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

所得が
901万円を超える
所得が600万円を超え
901万円以下
所得が210万円を超え
600万円以下
所得が210万円以下
（住民税非課税世帯を除く）

80,100円

＋

＋

24,600円35,400円

44,400円57,600円

24,600円35,400円

医療費が267,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

252,600円 140,100円

93,000円

医療費が842,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

167,400円

＋

＋ 医療費が558,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

44,400円80,100円＋ 医療費が267,000円を超えた
場合はその超えた分の1%

一　　　般

住民税非課税世帯

住民税非課税世帯

上位
所得者

一般

「知らせよう 早めのライト あなたから」
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世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
と
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
1

9

8

8

年
に
世
界

保
健
機
関
（
W

H

O

）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

国
際
記
念
日
で
す
。

　

現
在
で
は
医
療
が
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
、

多
く
の
H

I

V

陽
性
者
が
病
気
を
持
ち
な
が

ら
も
働
き
、
学
び
、
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
H

I

V

・
A

I

D

S

に
対
す
る
差
別

や
偏
見
は
な
く
な
っ
て
お
ら
ず
、
H

I

V

陽

性
者
が
社
会
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

統
計
を
開
始
し
た
1

9

8

5

年
か
ら
2

0

1

3

年
ま
で
の
累
計
報
告
件
数
は
、
H

I

V

1

5　

8

1

2

件
、
A

I

D

S

7　

2

0

3

件
で
、
平
成
25
年
は
、
H
I
V
感
染
者
数

1　

1
0
6
件
、
A
I
D
S
患
者
数
4
8
4

件
で
し
た
。
感
染
者
は
20
代
か
ら
40
代
を
中

心
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
年
の
報
告

件
数
も
９
月
末
日
で
H
I
V
感
染
者
数
が

1　

0
0
0
件
を
超
え
て
お
り
、
昨
年
に
比

べ
て
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

H
I
V
の
検
査
は
、
全
国
の
医
療
機
関
、

保
健
所
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
健
所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」
で
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
が
検
査
を
受
け
る

こ
と
で
、
陰
性
で
あ
れ
ば
安
心
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
陽
性
で
あ
れ
ば
、
早

期
に
治
療
へ
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
H
I
V
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

県
中
保
健
福
祉
事
務
所

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
予
約
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
2
4
8-

7
5-

4
3
3
8

（
受
付
時
間
　

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

NTT
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に
順
次
、
新
し

い
福
島
県
版
の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業

所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保
護
や
資
材
の
有
効

活
用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
電
話
帳
を

渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、

あ
ら
た
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

（
受
付
時
間 

平
日
９
時
〜
17
時
）

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
3
0
0
万

円
を
超
え
る
方
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
を

生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
方
（
所
得
税

の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
を
含
み
ま
す
。
）

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
１
月
か
ら
同
様
に
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
青
色
申
告
を
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
や
記
帳
の
内

容
・
青
色
申
告
に
関
す
る
詳
細
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
須
賀
川
税
務
署
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

須
賀
川
税
務
署
　

☎
0
2
4
8-

7
5-

2
1
9
4

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nta.go.jp

12
月
１
日
は

　

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

相 談

NTT
東
日
本
の
電
話
帳
を

　
　
　

発
行
い
た
し
ま
す

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

　平成26年第7回議会定例会を次の日程で行う予
定です。
○日程　12月11日（木）～
　議会は傍聴することができます。詳しい日程に
ついては議会事務局までお問い合わせください。
　　　【問い合わせ先】 議会事務局　☎36-1182

　平成26年１月１日から12月31日までの期間に
取り壊しをした家屋がある場合は、必ず届け出を
お願いします。
○期限
　平成27年1月30日（金）
○内容
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
○手続き方法
　税務課に届出用紙がありますので、印鑑を持参
のうえ手続きをしてください。
　届出用紙は、浅川町のホームページにも掲載し
ています。
　すでに届出書を提出している方は、届け出る必
要はありません。
　　　　　【問い合わせ先】 税務課　☎36-4122

浅川駅上下ホーム同一化のお知らせ

町税等の口座振替納付について

議会定例会のお知らせ
　現在、浅川駅は上下線の乗降ホームが分かれて
おりますが、下り線を利用する際、「跨線橋を渡
らないよう上りホームと同一にしてほしい」とい
う町と利用者からの要望により、今回、上下ホー
ムの同一化を実施することとなりました。
　切り替えは下記の日程により行われますので、
お間違えのないようお願いします。
○切り替え日
　平成26年12月21日（日） 始発より
　（予備日 平成27年1月12日（月） 始発より）
【問い合わせ先】
　東日本旅客鉄道株式会社水戸支社企画室
　　　　　　　　　　　　　　☎029-227-0465
　　　　　　　　　　総務課　☎36-4122

　町税等の口座振替納付を希望される方は、口座
のある金融機関（東邦銀行、白河信用金庫、あぶ
くま石川農協同組合、ゆうちょ銀行）の浅川支店
窓口にて届出印鑑持参のうえ手続をしてください。
　町県民税、固定資産税の口座振替による全期前
納を希望される方は、平成27年3月31日までに手
続きをしてください。
　詳しくは税務課までお問い合わせください。
　　　　　【問い合わせ先】 税務課　☎36-4122

,

,
,

,

その他

取り壊し家屋の届け出について
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

関根　　宏

齋藤　　實

岡本八重子

川音　ヨネ

８５歳

５８歳

７２歳

９７歳

里白石

里白石

東大畑2区

染

男

男

男

男

晃 里美

宏樹 智恵

大輔 碧

道勧

陽治

由里

山白石１区

本町１区

山白石５区

中里

根岸

かいと

そら

ゆずき

りょう

ゆうま

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

生田目改斗

小林　奏楽

須藤　柚稀

沼田　燎羽

男 尚美江田　悠真

お誕生おめでとう

9 月9日（火）実施分
○トミー工業株式会社福島工場 様 12名
○浅川衣料株式会社 様 8名
○第一精機株式会社浅川工場 様 10名
○浅川町中央公民館 5名

11月11日（火）実施分
○大同信号株式会社浅川事業所 様
○大同化工株式会社 様 25名
○大同電気株式会社 様
○浅川町中央公民館 9名

献血ありがとうございます

ご協力ありがとうございました。 【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

ふうちゃんが ひとりで いいおかおを していました そこ
へ いいおかお みせてって ねこが きました にゃー
全9巻からなる「母と子の伝承あそびを、はじめて絵本
の形に再創造した」あかちゃん絵本シリーズの1冊。赤
ちゃんのファーストブックとしてロングセラーを続ける
不朽の名作絵本であり、同シリーズとして他に『いない
いないばあ』『あなたはだあれ』などがある。作者は
「モモちゃんとアカネちゃん」シリーズや「オバケちゃ
ん」シリーズ、民話の採集などでも知られる松谷みよ子。

いいおかお
著者：松谷みよ子

にじいろに輝くうろこを持った、世界一美しい魚「にじ
うお」は、その美しさゆえプライドが高く、いつもひと
りぼっち。でもタコのアドバイスで、ひとりじめしてい
たきれいなうろこをみんなに1枚ずつ分け与えてからは、
仲間たちとの楽しく、幸せな暮らしが始まる。
「幸せ」は、皆で分かち合えばもっと大きな幸せになる。
そんなことを教えてくれる大ベストセラー。

にじいろのさかな
著者：マーカス・フィスター

中
央
公
民
館

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

図書室利用者の声 図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時
12月6日・20日は、午前10時～正午まで「本の読み聞かせ会」・
図書の貸出を行っています。
※貸出期間は2週間、一人5冊まで借りられます。
　詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134

「読書」は師であり友であるら
しい。書架の前で細やかな躍動
感を覚える所以でしょうか。近
頃は、ノンフィクションや歴史
ものが楽しみです。

緑川光一さん（里白石） ～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

子
ど
も
に
と
っ
て
読
み
聞
か
せ
は
宝
物

　

お
母
さ
ん
の
声
は
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
で
ず
っ
と
聞
い
て
い
た
、
と
て
も
な
じ

み
の
あ
る
声
で
す
。
側
に
い
る
だ
け
で
安
心
で
き
る
し
、
親
子
の
絆
を
よ
り
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
中
は
、
子
ど
も
の
脳
の
大
脳
辺
縁
系
が
活
発
に
働
く
た
め
、
心
の
情

操
教
育
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
脳
辺
縁
系
と
は
、
喜
怒
哀
楽
を
生
み
出
し
、

そ
の
感
情
に
基
づ
い
て
基
本
的
な
行
動
を
決
め
て
い
る
大
切
な
部
分
で
す
。

中
央
公
民
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
あ
り
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

5

12

19

26

1/2

6

13

20

27

1/3

11/30

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

1/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

避難訓練
（浅保、山保）

幼児の歯科健康診査
（保セ）
２学期終業式・
午前保育（幼稚園）
クリスマス会、
にこにこ広場
（浅保）

仕事納め

年末年始事件事故
防止街頭活動
（町内一円）
思春期教室・授業
参観・家庭教育学
級（里小）
クリスマス誕生会、
自由参観日（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
クリスマス誕生会
（山保）

こころの健康相談
（保セ）
薬物乱用防止教室
（山小）
にこにこお話会
（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
書写教室（里小）

身体測定（浅保）
冬季休業～
１/７（山保）

天皇誕生日

元旦

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

役場窓口延長
資源 A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源 B地区
不燃 A地区

　（公民館）
冬季休業～
１/12（幼稚園）

図○

　（公民館）
石川地方「守る・支え
る・つながる命 」
講演会（たまかわ文
化体育館）
生活発表会 （浅保）
クリスマスお遊戯
会（山保）

図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

乳がん検診（保セ）
浅川中学校見学会
（浅中）
祖父母参観・お弁
当の日（幼稚園）

第26回浅川町スポーツ
推進委員杯バレーボー
ル大会（町民体育館）
　ふるどのクリニック
（古殿町）
☎３２ー１１１４
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

つどいの広場、
育児相談（保セ）
たんぽぽお話会
（浅保）

身体測定（山保）乳がん検診（保セ） もぐもぐ教室
（保セ）

身体測定【年長】
（幼稚園）

３～４か月児健診
（保セ）

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　東舘診療所
 （矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

振替休日（幼稚園）

２学期終業式
（各小中学校）
お弁当の日（山保）

冬季休業～
１/４（浅保）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○ 冬季休業～1/6
（各小中学校）
～1/7（山保）
　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 12月25日（木）
固定資産税　　　３期
国民健康保険税　７期
介護保険料　　　７期
後期高齢保険料　５期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１８件
０件
０件

1 0月の1 0月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４３７人
３,４０９人
２,１８２世帯

（±０）
（＋９）
（－９）
（＋５）

（１１月１日現在）
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

関根　　宏

齋藤　　實

岡本八重子

川音　ヨネ

８５歳

５８歳

７２歳

９７歳

里白石

里白石

東大畑2区

染

男

男

男

男

晃 里美

宏樹 智恵

大輔 碧

道勧

陽治

由里

山白石１区

本町１区

山白石５区

中里

根岸

かいと

そら

ゆずき

りょう

ゆうま

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

生田目改斗

小林　奏楽

須藤　柚稀

沼田　燎羽

男 尚美江田　悠真

お誕生おめでとう

9 月9日（火）実施分
○トミー工業株式会社福島工場 様 12名
○浅川衣料株式会社 様 8名
○第一精機株式会社浅川工場 様 10名
○浅川町中央公民館 5名

11月11日（火）実施分
○大同信号株式会社浅川事業所 様
○大同化工株式会社 様 25名
○大同電気株式会社 様
○浅川町中央公民館 9名

献血ありがとうございます

ご協力ありがとうございました。 【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

ふうちゃんが ひとりで いいおかおを していました そこ
へ いいおかお みせてって ねこが きました にゃー
全9巻からなる「母と子の伝承あそびを、はじめて絵本
の形に再創造した」あかちゃん絵本シリーズの1冊。赤
ちゃんのファーストブックとしてロングセラーを続ける
不朽の名作絵本であり、同シリーズとして他に『いない
いないばあ』『あなたはだあれ』などがある。作者は
「モモちゃんとアカネちゃん」シリーズや「オバケちゃ
ん」シリーズ、民話の採集などでも知られる松谷みよ子。

いいおかお
著者：松谷みよ子

にじいろに輝くうろこを持った、世界一美しい魚「にじ
うお」は、その美しさゆえプライドが高く、いつもひと
りぼっち。でもタコのアドバイスで、ひとりじめしてい
たきれいなうろこをみんなに1枚ずつ分け与えてからは、
仲間たちとの楽しく、幸せな暮らしが始まる。
「幸せ」は、皆で分かち合えばもっと大きな幸せになる。
そんなことを教えてくれる大ベストセラー。

にじいろのさかな
著者：マーカス・フィスター

中
央
公
民
館

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

図書室利用者の声 図書室開室時間

月曜日～金曜日：午前8時30分～午後5時
12月6日・20日は、午前10時～正午まで「本の読み聞かせ会」・
図書の貸出を行っています。
※貸出期間は2週間、一人5冊まで借りられます。
　詳しくは中央公民館まで ☎ 36-2134

「読書」は師であり友であるら
しい。書架の前で細やかな躍動
感を覚える所以でしょうか。近
頃は、ノンフィクションや歴史
ものが楽しみです。

緑川光一さん（里白石） ～ 返却していない本がありましたら、次の方のために早く返却しましょう!! ～

子
ど
も
に
と
っ
て
読
み
聞
か
せ
は
宝
物

　

お
母
さ
ん
の
声
は
赤
ち
ゃ
ん
が
お
腹
の
中
で
ず
っ
と
聞
い
て
い
た
、
と
て
も
な
じ

み
の
あ
る
声
で
す
。
側
に
い
る
だ
け
で
安
心
で
き
る
し
、
親
子
の
絆
を
よ
り
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

読
み
聞
か
せ
中
は
、
子
ど
も
の
脳
の
大
脳
辺
縁
系
が
活
発
に
働
く
た
め
、
心
の
情

操
教
育
に
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
脳
辺
縁
系
と
は
、
喜
怒
哀
楽
を
生
み
出
し
、

そ
の
感
情
に
基
づ
い
て
基
本
的
な
行
動
を
決
め
て
い
る
大
切
な
部
分
で
す
。

中
央
公
民
館
に
は
、
た
く
さ
ん
の
絵
本
が
あ
り
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
、
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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1/1

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

避難訓練
（浅保、山保）

幼児の歯科健康診査
（保セ）
２学期終業式・
午前保育（幼稚園）
クリスマス会、
にこにこ広場
（浅保）

仕事納め

年末年始事件事故
防止街頭活動
（町内一円）
思春期教室・授業
参観・家庭教育学
級（里小）
クリスマス誕生会、
自由参観日（幼稚園）

なんでも法律相談
（福セ）
クリスマス誕生会
（山保）

こころの健康相談
（保セ）
薬物乱用防止教室
（山小）
にこにこお話会
（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
書写教室（里小）

身体測定（浅保）
冬季休業～
１/７（山保）

天皇誕生日

元旦

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

役場窓口延長
資源 A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源 B地区
不燃 A地区

　（公民館）
冬季休業～
１/12（幼稚園）

図○

　（公民館）
石川地方「守る・支え
る・つながる命 」
講演会（たまかわ文
化体育館）
生活発表会 （浅保）
クリスマスお遊戯
会（山保）

図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

乳がん検診（保セ）
浅川中学校見学会
（浅中）
祖父母参観・お弁
当の日（幼稚園）

第26回浅川町スポーツ
推進委員杯バレーボー
ル大会（町民体育館）
　ふるどのクリニック
（古殿町）
☎３２ー１１１４
　大木医院
（棚倉町）
☎３３ー２４２４

医○

医○

つどいの広場、
育児相談（保セ）
たんぽぽお話会
（浅保）

身体測定（山保）乳がん検診（保セ） もぐもぐ教室
（保セ）

身体測定【年長】
（幼稚園）

３～４か月児健診
（保セ）

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東白川中央病院
（棚倉町）
☎３３ー３２６３

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　東舘診療所
 （矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

振替休日（幼稚園）

２学期終業式
（各小中学校）
お弁当の日（山保）

冬季休業～
１/４（浅保）
　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○ 冬季休業～1/6
（各小中学校）
～1/7（山保）
　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 12月25日（木）
固定資産税　　　３期
国民健康保険税　７期
介護保険料　　　７期
後期高齢保険料　５期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１８件
０件
０件

1 0月の1 0月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４３７人
３,４０９人
２,１８２世帯

（±０）
（＋９）
（－９）
（＋５）

（１１月１日現在）
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編集・発行／浅川町役場 総務課

福地道子 さん（本町一区）
▶年齢は?　３１歳
▶出身は?　猪苗代町
▶家族構成は?　夫、子
▶趣味は?　かぎ針あみ、ドラマ鑑賞、お酒
▶今 欲しいものは?　おしゃれなソファ
▶楽しかった思い出は?
　おまつり、花火大会
▶どんなスポーツが好きですか?
　中学時代はバレーボール部です
▶プチ将来は？　家族でUSJに行くこと
▶町の印象は？
　やさしい人が多くて住みやすい
▶何か一言どうぞ
　はるくんママ、よろしくお願いします♪

須藤大輔 さん（山白石五区）
▶年齢は?　３２歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?
　妻、長女、長男、父、母、祖父、祖母
▶趣味は?　ゴルフ、パズドラ
▶今 欲しいものは?　車
▶楽しかった思い出は?
　楽しい事は麓山高原豚を食べている時
▶どんなスポーツが好きですか?
　ゴルフ、サッカー
▶プチ将来は？　CEO
▶町の印象は？
　町全体があたたかく住みやすい町
▶何か一言どうぞ
　本当に、本当に、数少ない山白石同級生、
　やっちゃんよろしく！

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
圓谷恭幸さん
（山白石五区）
の予定です

次回は
江田由布子さん
（東大畑二区）
の予定です


